
熊
本
県
日
中
協
会
平
成
28
年

度
総
会
が
７
月
20
日(

水)

、

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
65
名
が

参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
当
協
会
の

第
２
代
会
長
を
務
め
ら
れ
、
会

長
退
任
後
は
長
年
顧
問
と
し
て

ご
貢
献
い
た
だ
い
た
、
故
沢
田

一
精
元
県
知
事
に
参
加
者
全
員

で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

小
杉
直
副
会
長
の
開
会
の
辞

の
後
、
米
満
弘
之
会
長
の
挨
拶

で
は
、
熊
本
地
震
の
際
、
九
州

日
中
文
化
協
会
か
ら
義
援
金
を

い
た
だ
い
た
事
や
、
創
立
時
か

ら
本
協
会
の
た
め
に
ご
尽
力
さ

れ
た
、
故
沢
田
一
精
先
生
の
ご

功
績
に
つ
い
て
の
紹
介
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

小
野
泰
輔
副
知
事
と
張
晶
九

州
日
中
文
化
協
会
会
長
の
来
賓

祝
辞
の
他
、
公
務
に
よ
り
急
遽

欠
席
さ
れ
た
何
振
良
中
華
人
民

共
和
国
駐
福
岡
総
領
事
か
ら
届

け
ら
れ
た
祝
辞
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
議
長
に
小
野
友
道
常
任
理

事
を
選
出
し
て
議
事
が
開
始
。

前
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
並

び
に
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
・

予
算
、
役
員
選
任
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
同
会
場

に
て(

一
社)

日
中
協
会
理
事

長
の
白
西
紳
一
郎
理
事
長
の
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
３
面
）

平成２８年８月１０日
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主
な
事
業
計
画

◎

日
中
交
流
の
推
進
事
業

◎

会
報
の
発
行

◎

第
35
回
熊
本
春
節
祝
賀
会

◎

訪
中
団
の
派
遣

◎

県
中
国
残
留
孤
児
等
対
策

協
議
会
へ
の
協
力

な
ど

「人と人とのつなが
りを大事にしたい」
と米満弘之会長

２８年度総会の会場

張晶九州日中
文化協会会長

小杉直副会長が開
会の辞を述べた

祝辞を述べる
小野泰輔副知事

九州日中文化協会主催の
「日中子ども絵画展」に寄
せられた中国の子ども達か
らの「熊本がんばれ絵」
張晶会長がたくさん持って
来てくださり、総会会場の
壁に飾りました。

議長を務める
小野友道常任理事



講
演
会
の
後
は
、
隣
の
会
場

に
場
所
を
移
し
て
、
総
会
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

﨑
元
達
郎
熊
本
保
健
科
学
大

学
学
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ
ー

ト
。
参
加
者
は
食
事
を
楽
し
み

な
が
ら
、
新
入
会
員
の
皆
さ
ん

の
自
己
紹
介
ス
ピ
ー
チ
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

唐
津
邦
利
理
事
が
、
自
ら
が

作
詞
し
た
歌
を
カ
ラ
オ
ケ
で
ご

披
露
さ
れ
た
り
、
事
務
局
か
ら

の
突
然
指
名
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ

な
ど
も
あ
り
、
懇
親
会
は
楽
し

く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

平成２８年８月１０日
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大塚峰徳さん宇藤映晃さん 船津邦夫さん 西岡勉さん

南川孝子さん 九州ルーテル学院
大学（法人会員）
の黄大衛さん

講演会の講師も招いて、総会懇親会は
和やかに開催された

乾杯の音頭をと
る﨑元達郎熊本
保健科学大学長

池﨑順子さん

私たちは農業の振興と地域の活性化を通じて

熊本地震からの復興に全力で取り組みます。

ＪＡグループ熊本水の恵みと大地の香り

素
晴
ら
し
い
歌
声
で
、

拍
手
喝
さ
い
を
浴
び
る

唐
津
邦
利
理
事

西田田鶴子さん 松下文さん

松崎幸子理事岩下栄一顧問

地震のため延期となっていた訪中団を１１月に

実施します。詳細は改めてご案内いたします。



一
般
社
団
法
人
日
中
協
会
理

事
長
・
白
西
紳
一
郎
氏
が
、
協

会
の
歩
み
を
紹
介
し
た
後
、

「
中
国
は
友
で
あ
り
、
パ
ー
ト

ナ
ー
、
引
っ
越
し
の
で
き
な
い

重
要
な
隣
国
」
と
題
し
て
東
シ

ナ
海
と
南
シ
ナ
海
の
問
題
の
違

い
を
焦
点
に
講
演
。

要
旨
は
次
の
通
り
。

東
シ
ナ
海
は
主
権
と
領
土

日
本
の
歴
代
の
総
理
が
中
国

と
「
四
つ
の
基
本
文
書
」
を
交

わ
し
て
い
ま
す
。
日
中
の
憲
法

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
秋
の
「
日
中

関
係
改
善
に
向
け
た
話
し
合
い
」

の
四
項
目
合
意
の
中
で
、
「
双

方
は
、
尖
閣
諸
島
等
東
シ
ナ
海

の
海
域
に
お
い
て
、
近
年
、
緊

張
状
態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
異
な
る
見
解
を
有
し
て

い
る
と
認
識
し
、
対
話
と
協
議

を
通
じ
て
、
情
勢
の
悪
化
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
危
機
管
理
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
構
築
し
、
不
測
の
事

態
の
発
生
を
回
避
す
る
こ
と
で

意
見
の
一
致
を
み
た
」
―
と
あ

り
ま
す
。

日
中
両
国
は
東
シ
ナ
海
は
主

権
と
領
土
の
問
題
で
、
絶
対
に

譲
れ
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

世
界
の
歴
史
を
見
る
と
、
必
ず

し
も
譲
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て

は
一
九
六
三
年
に
結
ば
れ
た
フ

ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
と
の
条
約
で
、

国
境
近
く
の
鉱
山
が
互
い
の
共

同
開
発
で
解
決
し
た
。
主
権
と

領
土
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な

く
、
両
国
が
仲
良
く
な
れ
ば
譲

り
会
え
る
、
典
型
的
な
例
で
す
。

中
国
と
ロ
シ
ア
に
も
同
じ
領

土
問
題
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

ご
存
知
の
珍
宝
島
で
す
。
紛
争

で
多
数
の
死
者
が
出
ま
し
た
が
、

東
側
を
ロ
シ
ア
、
西
側
を
中
国

で
分
け
て
解
決
し
ま
し
た
。
相

手
の
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
違
っ
た

見
解
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
理

解
す
る
こ
と
が
、
解
決
の
基
本

で
す
。

尖
閣
諸
島
、
中
国
は
釣
魚
島

と
言
っ
て
い
ま
す
。
同
島
も
日

中
が
領
土
に
つ
い
て
違
っ
た
見

解
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

を
お
互
い
が
認
め
合
う
こ
と
が
、

紛
争
解
決
の
大
前
提
で
す
。
信

頼
関
係
を
持
て
れ
ば
、
話
し
合

い
で
解
決
で
き
ま
す
。
こ
れ
は

世
界
で
い
く
つ
も
成
功
例
が
あ

る
も
の
で
す
。
日
中
問
題
が
ギ

ク
シ
ャ
ク
し
て
い
る
の
は
、
ほ

か
の
要
因
も
あ
り
ま
す
。

日
本
軍
撤
退
後
の
領
土

問
題
は
南
シ
ナ
海
で
す
。
以

前
、
日
本
軍
は
第
二
次
世
界
大

戦
が
始
ま
る
こ
ろ
か
ら
、
ま
ず

海
南
島
に
上
陸
し
、
マ
レ
ー
半

島
に
行
き
ま
し
た
。
直
後
に
真

珠
湾
攻
撃
で
す
。
そ
の
前
に
は

ほ
か
の
と
こ
ろ
も
・
・
・
。
わ

ず
か
二
年
余
り
で
し
た
が
、
ヤ

ル
タ
協
定
で
全
部
の
島
々
を
放

棄
、
そ
の
後
、
付
近
の
ベ
ト
ナ

ム
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
国
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
応
じ
て

島
を
取
り
返
し
ま
し
た
。

日
本
軍
撤
退
後
の
領
土
が
ど

こ
に
属
す
る
の
か
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
で
は
決
ま
っ

て
お
ら
ず
、
中
国
に
言
わ
せ
れ

ば
、
「
米
国
の
陰
謀
だ
」
と
い

う
。
日
本
が
降
伏
す
る
一
年
半

前
ま
で
は
中
華
民
国
は
あ
っ
た

が
（
現
在
の
）
中
華
人
民
共
和

国
は
ま
だ
。
領
海
、
領
土
は
必

ず
し
も
は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
、

中
国
は
領
土
拡
大
を
進
め
て
来

ま
し
た
。

南
シ
ナ
海
は
米
中
の
覇
権
の

問
題南

シ
ナ
海
の
問
題
は
米
と
中

国
の
覇
権
の
問
題
で
す
。
そ
れ

は
核
戦
力
に
大
き
な
影
響
を
持
っ

て
お
り
、
戦
略
に
か
か
わ
る
厄

介
な
も
ん
だ
い
で
す
。
台
湾
の

東
側
に
バ
シ
ー
海
峡
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
に
米
原
子
力
潜
水
艦

が
活
動
し
て
お
り
、
人
工
衛
星

で
も
キ
ャ
ッ
チ
出
来
な
い
深
さ

に
い
ま
す
。
中
国
の
原
潜
も
海

南
島
を
基
地
に
い
ま
す
。

東
シ
ナ
海
は
「
５
対
５
の
話

し
合
い
で
解
決
」
で
、
南
シ
ナ

海
は
「
米
中
の
覇
権
争
い
に
手

を
出
さ
な
い
」
こ
と
が
望
ま
し

い
で
し
ょ
う
。

中
国
は
埋
め
立
て
問
題
で
は

日
本
の
沖
ノ
鳥
島
を
例
に
挙
げ
、

「
真
似
を
し
て
る
ん
で
す
」
と

言
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

平成２８年８月１０日
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白
西
紳
一
郎
理
事
長



北
京
か
ら
飛
行
機
で
約
三
時

間
。
甘
粛
省
敦
煌
市
は
ゴ
ビ
砂

漠
に
囲
ま
れ
た
、
オ
ア
シ
ス
の

町
で
す
。
古
代
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

は
、
敦
煌
で
枝
分
か
れ
し
て
い

ま
し
た
。
漢
の
武
帝
が
紀
元
前

百
十
五
年
に
敦
煌
郡
を
設
け
て

以
来
、
東
西
の
交
易
の
要
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。

莫
高
窟
は
市
内
か
ら
東
南
へ

約
二
十
五
㌔
、
鳴
沙
山
の
東
側

絶
壁
に
約
一
・
八
㌔
に
わ
た
っ

て
掘
ら
れ
た
石
窟
群
で
す
。

四
百
九
十
余
の
彩
色
壁
画
窟
、

二
千
四
百
の
彩
色
塑
像
は
人
間

味
豊
か
な
菩
薩
像
や
西
域
伝
来

の
歌
舞
、
華
や
か
な
飛
天
の
浄

土
図
が
多
く
、
域
外
芸
術
を
絶

え
ず
取
り
入
れ
た
跡
が
見
ら
れ

ま
す
。

三
世
紀
中
頃
、
敦
煌
に
生
ま

れ
た
高
僧
を
頼
っ
て
修
行
僧
が

集
ま
り
、
三
百
六
十
六
年
、
あ

る
僧
が
修
行
禅
定
の
窟
を
開
い

た
の
が
莫
高
窟
の
始
ま
り
。
崖

を
掘
っ
て
修
行
場
を
広
げ
て
い

き
ま
し
た
。
以
後
千
年
に
わ
た
っ

て
造
営
さ
れ
、
現
存
す
る
世
界

最
大
の
仏
教
遺
跡
は
、
大
半
が

造
営
当
時
の
色
彩
を
残
し
た

「
砂
漠
の
大
画
廊
」
で
す
。

平成２８年８月１０日
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熊
本
地
震
で
怖
い
も
の
を

見
ま
し
た
。
眼
前
で
揺
れ
る

飾
り
棚
。
一
つ
は
台
所
、
も

う
一
つ
は
リ
ビ
ン
グ
。
棚
の

中
か
ら
、
誰
か
が
中
の
物
を

無
理
や
り
押
し
出
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
割
れ
る
音
、

こ
す
る
音
。
二
度
目
の
地
震

で
敏
感
に
な
り
、
ド
ン
と
い

う
音
と
ほ
ぼ
同
時
に
ベ
ッ
ド

を
飛
び
出
し
、
リ
ビ
ン
グ
へ

行
っ
た
も
の
の
、
無
力
に
も
、

骨
董
品
類
を
助
け
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

中
国
旅
行
二
度
目
に
、
北

京
で
買
っ
た
上
品
な
緑
石
の

香
炉
が
無
残
に
割
れ
、
古
代

の
証
明
付
き
急
須
や
花
器
も
。

さ
す
が
に
木
製
品
は
難
を
免

れ
ま
し
た
。

飾
り
棚
の
中
国
の
工
芸
品

を
見
る
た
び
に
、
買
っ
た
都

市
の
歴
史
や
自
然
、
風
土
が

蘇
っ
て
き
ま
す
。
中
に
は
作

者
と
交
わ
し
た
技
術
話
も
。

思
い
出
が
一
杯
詰
ま
っ
た
工

芸
品
は
、
私
に
と
っ
て
日
中

友
好
の
架
け
橋
み
た
い
な
も

の
。
ま
た
買
い
直
し
て
「
中

国
館
を
再
建
」
す
る
か
、
迷
っ

て
い
ま
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会
・

小
串

照
彦
）

編
集
後
記

（マラソン）马拉松

酷

T恤

卡拉OK

吉他

粉丝

天妇罗

尼龙

沙发

（クール・素敵）

（Ｔシャツ）

（カラオケ）

（ギター）

（ファン）

（テンプラ）

（ナイロン）

（ソファー）

第４５洞窟にある彩色彫塑は釈迦を中心に弟子たちの塑像

敦
煌
の
シ
ン
ボ
ル

千
仏
洞

多
く
の
観
光
客
が
ラ
ク
ダ

で
砂
漠
の
小
旅
行

砂
漠
に
水
が
沸
く

オ
ア
シ
ス
・
月
牙
泉


